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％

昭和39年②月15日

第88号＿1一

人一口印，224

　男25，田6

　女26，298
世帯数　　9，784

今月の納税

z

　
　
期
期
5
6
日

第
第
9

　
　
　

税
料
月

産
険
z

　
保
資
康
期

定
健
納

　
民
国
国

ー
・
齢
恥
ー
b
｛

昭
和
三
十
九
年
度

予
算
編
成
始
ま

最
も

ろ

困
難
な
年

　
昭
和
三
十
九
年
度
の
予
算
編
成
は
｝
針
と
し
て
ま
す
第
一
に
地
方
自
治
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
市
財
政
課
で
調
整
中
で
近
く
助
｝
本
旨
に
則
り
健
全
財
政
の
堅
持
を
第

撮
麺
定
に
入
る
段
階
に
き
て
癖
離
錘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昨
年
は
当
市
主
要
産
業
織
物
が
八
㎜
の
後
薩
性
脱
却
を
め
ざ
し
て
市
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

十
億
の
カ
ベ
を
突
破
し
、
急
速
な
進
｝
の
発
展
に
努
め
る
よ
う
特
に
意
を
用

展
を
見
せ
ま
し
羨
護
来
や
慮
て
奮
ま
す
・
爵
県
の
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
の
改
定
と
い
う
二
大
柱
が
ま
だ
最
㎜
資
的
経
費
に
振
り
向
け
る
よ
う
努
力

終
決
定
を
み
て
い
な
い
た
め
編
成
も
し
て
い
ま
す
。

極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
　
　
現
在
各
課
よ
り
提
出
さ
れ
た
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
な
が
ら
予
算
編
成
の
基
本
方
一
要
求
額
は
約
八
億
七
千
万
円
で
こ
れ

顯
霧
甥
欝
警
麩
講
蔽
齢
継
潴
麹

近
代
的
な
校
舎
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
小
学
校

に
対
し
て
市
で
才
入
源
と
し
て
見
込

ま
れ
る
額
は
約
六
億
一
千
万
円
と
い

一
う
状
態
で
す
の
で
お
よ
そ
二
億
数
千

万
円
も
の
不
足
を
生
じ
る
格
好
で
あ

り
ま
す
。

　
才
出
面
で
は
継
続
事
業
の
し
尿
処

．
理
場
が
約
九
千
万
円
で
最
も
大
き
く

市
の
予
算
規
模
で
は
他
事
業
に
及
ぽ

す
影
響
が
か
な
り
あ
る
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
前
に
も
申
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
予

算
編
成
の
最
も
困
難
な
理
由
と
し
て

第
一
に
国
の
施
策
に
よ
る
地
方
税
の

減
税
、
交
付
税
の
改
定
で
ま
だ
最
終

　
昨
年
六
月
三
十
日
火
災
に
よ
り
焼

失
し
た
市
内
水
沢
小
学
校
の
新
築
工

事
は
昨
年
八
月
上
創
以
来
、
着
手
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
去
月
十
二
日
、

め
で
た
く
完
成
し
ま
し
た
。
新
校
舎

は
バ
教
室
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階

建
の
耐
火
構
造
で
六
二
一
・
一
平
方

米
（
延
一
八
八
坪
）
総
工
費
一
千
五

百
二
万
五
千
円
を
か
け
、
東
京
の
日

難
　蔵纏

躍 　
ま

建
の
設
計
と
地
元
富
井
組
の
請
負
で

響
ら
れ
ま
し
た
・
校
内
嚢
の
主

一一
な
も
の
は
放
送
、
電
気
施
設
の
完
備

編
精
麟
姓
舷
蕪
齢

　【
上
の
近
代
校
舎
で
あ
り
ま
す
。

㎜一
【
写
頁
は
立
派
に
新
築
し
た
水
沢
『

一
小
学
校
】

一

ミ
婆、

脅

　
成
人
者
の
生
活

　
記
録
を
募
集

①
内
容
　
成
人
者
の
生
活
及
び
感
想

　
を
綴
っ
た
も
の
で
「
論
文
」
「
作

文
」
「
日
記
」
「
詩
」
な
ど

②
字
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内

③
〆
切
　
三
月
二
十
口
（
当
日
の
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
市
公
民
舘
（
十

　
日
町
市
学
校
町
）
あ
て
お
送
り
下

　
さ
い
。
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所

．
職
業
を
明
記
の
こ
と
。

④
表
彰
　
例
年
の
通
り
市
長
黄
、
議

　
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞
を
差
上
げ

ま
す
。

　
な
お
全
員
に
記
念
論
文
集
と
し
て

　
差
上
げ
ま
す
の
で
短
く
て
も
よ
い

　
の
で
成
人
者
全
員
の
応
募
を
希
望

　
し
ま
す
。

決
定
を
見
て
葡
り
ま
せ
ん
が
、
見
通
一
十
九
年
度
ば
ご
れ
ま
で
に
な
い
最
も

し
と
し
て
は
今
ま
で
の
よ
う
な
伸
び
困
難
な
年
と
い
え
る
わ
け
で
あ
り
ま

が
期
待
で
き
ぬ
こ
と
ば
事
実
の
よ
う
す
。
以
上
新
年
度
予
算
編
成
の
困
難

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
給
与
改
定
性
を
お
知
ら
せ
し
市
民
の
皆
さ
ま
の

一
に
よ
る
べ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
の
義
務
的
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
上
げ

経
費
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
と
物
件
ま
す
。

費
の
値
上
り
な
ど
も
あ
っ
て
昭
和
三

送
）
の
ほ
か
年
間
三
十
三
回
第
二

放
送
（
テ
キ
ス
ト
）
一
〇
〇
円
の

予
定
テ
キ
ス
ト
の
予
約
募
集
を
し
ま
す

か
ら
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
と
講
座
名
を
か
い
て
二
月
末

ま
で
に
市
教
育
委
事
務
局
社
会
教

育
課
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。
代
金

は
現
品
引
き
か
え
に
い
た
だ
き
ま

す
。

搬
駿
　
　
　
　
野
雛

簸

ラ
ジ
オ
農
業
学
校
と

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
技
術
講
座

　
県
と
N
H
K
で
は
、
農
業
に
従
事

す
る
青
少
年
及
び
農
家
主
婦
に
対
し

て
農
業
や
生
活
に
つ
い
て
の
基
礎
的
’

な
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め

に
ラ
ジ
オ
に
よ
る
教
育
放
送
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
も
つ

づ
け
て
行
な
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
肝
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
温

◎
一
般
学
習

地
す
べ
り
発
生
防
止
と

危
害
予
防

一
　
本
県
の
地
す
べ
り
は
例
年
降
雪
期

㎜
に
二
十
％
、
融
雪
期
に
五
〇
％
以
上

一
の
発
生
を
み
て
お
り
、
本
年
の
よ
う

一
に
降
雪
、
融
雪
を
繰
返
し
て
い
る
異

一
状
気
象
で
は
相
当
発
生
す
る
も
の
と

瀦
れ
ま
す
の
で
つ
ぎ
の
こ
と
に
＋

㎜
分
注
意
し
て
未
然
に
事
故
を
防
ぐ
よ

㎜
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
①
地
す
べ
り
地
域
の
見
回
り
を
頻
繁

一

　
に
行
い
、
雪
面
上
の
亀
裂
発
葬
水

　
田
用
水
路
等
の
急
激
な
減
水
、
井

　
戸
水
の
変
化
等
に
注
意
す
る
こ

　
と
。

②
融
雪
水
の
排
水
を
、
艮
く
す
る
こ

　
と
。

③
地
す
べ
り
初
期
の
断
層
、
亀
裂
薙

　
を
発
見
の
場
合
は
よ
く
つ
き
固
め

　
融
雪
水
の
浸
透
を
防
ぐ
こ
と
。

　
対
象
　
農
村
青
少
年
と
農
家
主
婦

　
内
容
　
農
業
一
般
、
稲
作
、
畑
作

　
畜
産
、
林
業
、
養
蚕
、
生
活
改
善

　
放
送
　
毎
週
月
、
木
曜
、
朝
六
時

　
四
十
分
か
ら
十
五
分
間
（
テ
キ
ス

　
ト
）
三
〇
〇
円
の
予
定

“
◎
応
用
学
習

　
対
象
　
広
く
農
業
従
事
者

　
内
容
　
農
業
経
営
、
水
稲
作
、
畑

　
作
、
畜
産
、
林
業

　
放
送
　
毎
週
金
、
土
曜
、
朝
六
時

　
四
十
分
か
ら
十
五
分
間
（
テ
キ
ス

　
ト
）
一
九
〇
円
の
予
定

◎
ラ
ジ
オ
生
活
技
術
講
座

　
対
敦
農
村
婦
八

　
内
容
　
妊
産
婦
乳
幼
児
の
健
康
環

　
境
の
整
備
、
食
事
の
し
か
た
、
交

　
際
に
つ
い
て
、
行
事
と
く
ら
し
、

　
家
族
の
融
和
、
成
人
の
健
康
、
冬

　
を
迎
え
る
準
備
、
じ
ょ
う
す
な
貿

　
物
、
子
ど
も
の
教
育
、
雪
の
申
の

　
生
活
、
地
域
社
会
を
よ
り
よ
く
す

　
る
た
め
に
な
ど
。

　
放
送
　
毎
週
水
曜
日
（
第
一
放

ニ
○
米
も
吹
き
と
ば
す

　
　
　
　
　
新
鋭
除
雪
車
「
苗
場
号
」

　
十
日
町
土
木
出
張
所
で
は
去
る
五

日
市
内
八
箇
入
口
附
近
の
国
道
で
新

鋭
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
「
苗
場
号
」

の
試
運
転
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
「
苗
場
号
」
は
ド
イ
ツ
製
の
ス

ノ
ー
カ
ッ
タ
ー
ユ
ニ
モ
グ
と
呼
ば
れ

同
出
張
所
管
内
除
雪
計
画
路
線
の
無

雪
化
を
図
る
た
め
配
置
さ
れ
た
も
の

で
県
下
で
は
長
岡
市
と
二
台
だ
け
あ

る
も
の
。
価
格
は
約
八
百
万
円
で
性

能
は
時
速
八
キ
ロ
ニ
一
〇
馬
力
、
一
回

の
除
雪
深
度
は
一
・
三
五
麿
～
二
麿

投
雪
距
離
は
四
麿
～
二
〇
麿
、
除
雪

量
一
時
間
三
千
立
方
麿
～
七
千
立
方

麿
と
い
う
す
ば
ら
し
い
も
の
。

真
は
苗
場
号
の
試
運
転
】

…
～
…
き
…

り㍉《ゾ㌔《♂㌧、

【
写

｝　

所
得
税
等
の
申
告

1
、
申
告
納
税
の
時
期
等

　
二
月
十
六
日
か
ら
一
ヵ
月
間
は
所

得
税
を
は
じ
め
事
業
税
、
住
民
税
の

申
告
の
時
期
で
す
。
特
に
所
得
税
は

三
十
八
年
分
の
決
算
で
あ
る
確
定
申

告
で
す
か
ら
、
十
分
に
醸
備
さ
れ
、

正
し
い
申
告
と
期
限
内
完
納
を
さ
れ

る
よ
う
願
い
ま
す
。

2
、
共
同
納
税
相
談

　
所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は

三
月
十
五
臼
で
あ
り
事
業
税
、
住
民

税
の
申
告
（
納
税
は
別
）
期
限
は
三

月
二
十
日
で
す
が
（
本
年
は
三
税
と

も
期
限
の
日
が
日
曜
と
休
日
に
な
り

ま
す
の
で
各
女
一
日
延
期
さ
れ
る
）

前
年
同
様
、
所
得
税
の
期
限
ま
で
は

所
得
税
（
国
税
）
事
業
税
（
県
税
）

住
民
税
（
市
町
村
税
）
の
三
税
を
同

じ
会
場
で
申
告
し
、
さ
ら
に
納
税
に

つ
い
て
相
談
出
来
る
よ
う
国
、
県
、

市
町
村
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
よ

り
一
層
協
力
し
、
納
税
者
の
便
宜
を

は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

3
、
本
年
か
ら
特
に
変
っ
た
た
め
注

　
　
意
を
要
す
る
点

〔
イ
〕
申
告
用
紙
の
形
式
の
統
一

　
所
得
税
、
事
業
税
、
住
民
税
の
申

告
用
紙
が
同
じ
形
式
に
な
り
ま
し
た

特
に
所
得
税
の
用
紙
は
提
出
用
と
控

用
と
に
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
、
控
用

で
は
提
出
用
に
代
用
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
か
ら
、
配
付
さ
れ
た
用
紙
は

無
駄
に
せ
す
申
告
に
お
い
で
の
際
は

全
部
の
用
紙
を
持
参
す
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

　
〔
ロ
〕
用
紙
の
色
わ
け

　
所
得
税
は
茶
色
、
事
業
税
は
黒
色

住
民
税
は
青
色
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
〔
ハ
〕
申
告
の
手
引
、
説
明
書
の
統

　
　
一

　
申
告
用
紙
の
形
式
の
統
一
に
伴
な

い
手
引
説
明
書
も
統
一
さ
れ
、
所
得

税
を
基
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
点

の
み
を
の
せ
て
あ
り
ま
す
。

4
、
前
年
の
事
績
か
ら
見
た
注
意
を

　
　
要
す
る
点

　
〔
イ
〕
諸
控
除
関
係
の
記
入
は
自
分

一
　
で
す
る
こ
と
。

㎜　
生
命
保
険
控
除
や
扶
養
控
除
等
の

記
入
は
誰
に
で
も
出
来
る
も
の
で
す
ー

か
ら
事
前
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

　
〔
ロ
〕
全
用
紙
を
持
参
す
る
ご
と
。

隔
謬
製
野
鑓

統
一
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
送
附
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
際
、
相
談
会
場
や

｝
日
時
の
ご
案
内
も
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

家
庭
菓
子
講
習
会

と
　
き
　
二
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
＋
分
～
午

　
　
　
　
後
四
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
舘

内
容
家
庭
用
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
ン
の
作
り
方

会
費
　
一
人
二
五
〇
円

申
込
み
　
二
月
二
十
日
ま
で

踏
切
リ
に

黄
色
旗

長
野
鉄
道
局

　
沿
線
の
皆
さ
ん
は
す
で
に
御
存
知

の
と
お
り
、
長
野
鉄
道
管
理
局
で
は

礪
り
畷
を
防
止
す
る
た
め
、
一

癖
踏
朧
朕
蠣
賜
嬉

一
の
蕃
馨
建
て
ま
し
た
・
踏
切
り

で
は
「
人
も
車
も
」
必
す
一
旦
停
止

”
し
て
左
右
の
安
全
を
確
め
て
か
ら
お

叢還ー

、ー

ー
黙、
選嚢

蓑菱

謡

　
紹

＄
田
田
　
　
8
臼

難

犬
の
放
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

最
近
市
内
で
犬
の
放
飼
い
が
目
立
っ
て
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
通
行
人
や
特
に
小
さ
な
子
供
に
か
み
つ
い
た
り
、
そ
し
て
大
変
迷

惑
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
又
他
人
の
玄
関
先
に
排
池
し
た
り
、

殊
に
農
村
部
で
は
ニ
ハ
ト
リ
・
ウ
サ
ギ
を
あ
ら
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の

苦
情
が
で
て
お
り
ま
す
が
愛
犬
家
は
こ
の
点
充
分
ご
理
解
し
て
犬
の

放
飼
い
は
や
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

▽
採
　
　
　
用

採
用
区
分

二
等
陸
士

二
等
海
士

二
等
空
士

採
用
予
定
人
員

約
七
、
一
〇
〇

約
、
二
一
一
〇
〇

一
　
　
、

｝
約
一
六
〇
〇

採
用
予
定

期
　
　
　
日

一
、
二
、
三
月

下
　
　
　
旬

三
月
下
旬

三
月
下
旬

通
り
下
さ
い
。
ま
た
、
冬
期
間
は
踏
・

板
を
と
り
は
す
し
て
あ
り
ま
す
の
で

車
輌
の
通
過
は
特
に
御
注
意
下
さ
徽

い
。
な
お
降
雪
時
に
は
、
普
通
列
車
㎜

の
ほ
か
に
ラ
ッ
セ
ル
を
運
転
し
ま
す
’

か
ら
線
路
内
の
歩
行
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

も
ニ
ニ
リ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
　
ニ
じ
コ
ロ
ニ
ニ
コ
ヨ
ニ
ニ
ニ
ぬ
コ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ロ
ニ
ゆ
ニ
ニ
ロ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ド
ニ
ニ
の
ニ
ヌ
ニ
　
ニ
ド
ニ
　
ニ
ニ
ニ
コ
ロ
コ
ニ
コ
コ
　
コ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
リ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ド
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
コ
ニ
コ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
　
ニ
ニ
リ
ニ
こ
お

㎜
　
〈
全
般
栂
況
〉
　
　
　
　
り
、
か
な
り
気
温
の
上
る
日
が
あ
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
二
月
は
寒
暖
の
変
化
が
わ
り
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
天
気
は
お
　
〈
下
旬
概
況
〉
　
　
　
　
㎜

…
い
大
き
い
見
込
み
で
す
が
、
月
の
　
お
む
ね
周
期
的
に
変
わ
る
見
込
み
　
　
引
き
つ
づ
き
天
気
は
周
期
的
に
㎜

㎜
賢
旛
藷
北
陸
地
方
一
ヵ
月
予
報
（
鯛
）
鯵
熊
㎜
㎜

㎜
　
よ
う
。
叉
降
水
量
は
大
体
平
年
並
　
で
す
。
旬
の
中
頃
と
旬
末
頃
は
気
　
初
め
頃
と
旬
末
近
く
は
天
気
が
く
㎜

㎜
　
の
見
込
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
温
が
低
目
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
平
す
れ
や
す
い
で
し
ょ
う
。
平
均
㎜

㎜
　
へ
中
旬
概
況
V
　
　
　
　
　
均
気
温
は
高
目
、
降
水
量
は
平
年
気
温
、
降
水
量
は
平
年
並
、
叉
日
㎜

㎜
　
前
半
に
低
気
圧
が
日
本
海
を
通
　
並
又
日
照
は
多
目
の
見
込
み
で
　
照
は
多
目
の
見
込
み
で
す
。
　
　
　
㎜

9
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
一
＝
嚇
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
臼
＝
噸
＝
＝
＝
“
＝
雷
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
＝
印
＝
＝
一
3
3
＝
一
＝
3
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
3
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
鞠

▽
応
募
資
格

　
入
隊
す
る
月
の
一
日
現
在

　
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
の
日
本
国
籍
の
男
子

　
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
結
構
で
す

　
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
受
　
　
　
付

　
十
二
月
一
日
～
三
十
九
年
二
月
二
十
九
日

　
市
区
役
所
町
村
役
場
及
び
各
都
道
府
県
庁
所
在
地

　
に
あ
る
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
で
受
け
付
け
て
い
ま

　
す
。灘

糠
獲

難
鰻

一蝿．－『　　、p・：年調

〆ZZ■ZZZZZZZZノ／ノ／∠■ノ

　　　　　、召二

麗1
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入
学
を
楽
し
み
に

新
入
学
児
童

一
、
は
じ
め
に

　新入

生
を
お
持
ち
の
家
庭
の
皆
さ

ん
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ま
、
皆
ざ
ん
は
い
ろ
い
ろ
と
ら

を
配
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
、
こ
う
し
た
家
庭
の

皆
さ
ん
に
入
学
に
伴
う
心
遺
い
や
準

備
す
べ
き
事
が
ら
を
参
考
の
た
め
に

申
し
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
入
学
を
楽
し
み
に

◆
「
そ
ん
な
に
悪
い
子
に
な
っ
て
い

る
と
、
お
前
な
ん
か
学
校
へ
来
な
い

で
く
れ
と
一
一
、
口
わ
れ
る
ぞ
」
と
か
「
い

う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
学
校
の
先
生

に
言
い
つ
け
て
く
れ
る
」
、
お
母
さ

ん
の
口
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
出
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
で
は
子

供
の
頭
に
”
学
校
は
い
か
め
し
い
と

こ
ろ
、
窮
屈
な
と
こ
ろ
”
と
思
い
込

ま
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
”
先
生
と
は

撫づ
、　」■L　一■』

家
庭
の
準
備

　
　
▽
虫
歯
▽
蓄
の
う
症
や
は
な
た
ら

近
寄
り
難
い
お
っ
か
な
い
者
”
と
印

象
す
け
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
ま
た
”
親
戚
の
子
は
平
が
な
を
全

部
知
っ
て
い
る
の
に
布
前
は
何
だ
”

と
か
”
そ
ん
な
事
が
で
き
な
い
で
は

学
校
へ
あ
が
っ
て
か
ら
ビ
リ
に
な
る

ぞ
躍
と
心
配
さ
せ
た
り
、
子
供
を
お

ど
し
た
り
あ
せ
ら
せ
た
り
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
つ
ま
り
子
供
に

不
安
感
や
あ
せ
り
の
気
持
を
起
こ
さ

せ
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。

◆
学
校
は
楽
し
い
も
の
、
面
自
い
所

と
し
て
印
象
づ
け
、
先
生
は
何
で
も

や
さ
し
く
教
え
た
り
親
切
に
世
話
し

て
下
さ
る
人
だ
と
し
向
け
、
早
く
学

校
へ
行
っ
て
み
た
い
な
あ
…
…
と
い

う
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
気
持
を
植

え
つ
け
る
こ
と
が
最
も
大
切
と
思
い

ま
す
。

三
、
建
康
な
体
に

ー
、
よ
く
子
供
の
体
の
様
子
に
注
意

　
し
、
病
気
の
気
配
が
あ
っ
た
ら
で

　
き
る
だ
け
早
目
に
治
療
し
て
お
く

　
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば

　し

▽
申
耳
炎
▽
胃
腸
の
弱
い
子
▽

　回

虫
や
十
二
指
腸
虫
な
ど
で
顔
色

　
の
悪
い
子
な
ど

2
、
そ
の
他
健
康
生
活
に
必
要
な
こ

　
と
で
、
今
ま
で
や
れ
な
か
っ
た
事

　
で
入
学
を
機
会
に
習
慣
す
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
▽
歯
磨
き
、
洗
面

▽
登
校
前
に
排
便

　
▽
食
事
の
時
間
や
偏
食
の
矯
正

　
▽
早
寝
早
起
き

　
▽
手
洗
い
の
習
慣
や
体
の
清
潔

　
▽
テ
レ
ビ
を
見
過
ぎ
な
い

四
、
お
勉
強
に
つ
い
て

ー
、
勉
強
の
よ
く
出
来
る
子
に
し
た

　
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
の
親
も

　
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
勉
強

　
を
無
理
じ
い
し
た
り
、
数
や
文
字

　
を
多
く
教
え
込
む
こ
と
は
考
え
も

　
の
で
す
。
入
学
し
て
か
ら
正
し
い

　
方
法
で
計
画
的
に
先
生
方
か
ら
て

　
い
ね
い
に
教
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。
な
ま
じ
文
字
や
数
を
知
っ

　
て
い
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
本
人

　
を
慢
心
さ
せ
た
り
、
大
切
な
時
に

　
油
断
で
も
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
と
り

　
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
ら
ん

　
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

2
、
そ
こ
で
普
通
次
の
よ
う
な
程
度

　
に
考
え
て
い
た
だ
い
た
ら
大
し
て

　
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
自
分
の
名
ま
え
が
読
め
て
書
か
れ
・

　
る
（
勿
論
、
平
が
な
で
よ
く
、
無

　
理
に
漢
字
に
及
ば
な
く
て
よ
い
）

◎
数
も
十
ま
で
自
由
に
数
え
ら
れ
＼

　
ぱ
結
構
で
し
ょ
う
。
数
字
の
練
習

　
や
計
算
ま
で
は
望
み
ま
せ
ん
。

◎
絵
は
、
か
き
た
い
も
の
を
自
由
に

　
子
供
ら
し
く
書
か
せ
、
い
た
す
ら

　
に
大
人
が
あ
れ
こ
れ
注
文
を
つ
け

　
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
す
。
ぬ

　
り
絵
な
ど
も
余
り
感
心
で
き
ま
せ

　
ん
。

◎
そ
の
他
、
大
切
な
こ
と
は
、
返
事

　
を
よ
く
す
る
、
自
分
の
思
っ
た
こ

　
と
を
は
っ
き
り
発
表
す
る
習
慣
、

　
人
の
話
を
し
ん
け
ん
に
聞
く
態
度

　
な
ど
は
是
非
心
掛
け
た
い
も
の
で

　
す
。

五
、
生
活
指
導
に
っ
い
て

1
、
し
つ
け
、
生
活
指
導
の
根
本
は

　
家
族
全
員
の
協
力
で
正
し
い
家
庭

　
生
活
の
中
で
、
暖
か
く
導
く
と
い

　
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
還
性
を
欠

　
い
た
一
時
的
な
感
情
に
よ
っ
た
り

　
付
け
焼
き
刃
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

2
、
今
迄
家
庭
内
で
過
し
、
比
較
的

　
気
ま
ま
な
生
活
を
し
て
い
た
者
か

　
ら
規
則
正
し
い
集
団
生
活
に
入
る

　
の
で
こ
れ
に
伴
う
い
ろ
い
ろ
な
抵

　
抗
を
少
く
す
る
よ
う
な
配
慮
が
必

　
要
と
な
っ
て
来
ま
す
。

3
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
事
柄

　
に
つ
い
て
子
供
と
話
合
い
実
行
す

　
る
よ
う
に
し
向
け
て
い
っ
た
ら
い

　
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◎
自
分
の
こ
と
は
で
き
る
だ
け
自
分

　
で
す
る

◎
物
を
大
切
に
し
、
後
始
末
を
き
ち

　
ん
と
す
る

◎
持
ち
物
に
は
名
前
を
つ
け
て
お
く

◎
服
を
着
脱
で
き
る

◎
常
に
鼻
汁
の
始
末
を
し
て
お
く

◎
用
便
の
始
末
が
で
き
る

◎
友
達
と
仲
よ
く
遊
ぶ
事
が
で
き
る

◎
先
生
や
家
の
人
に
何
で
も
お
話
す

　
る

◎
眠
る
前
に
登
校
の
用
意
が
で
き
る

◎
登
下
校
の
道
順
を
き
め
て
胸
く

◎
交
通
安
全
に
注
意
し
、
特
に
危
い

　
場
所
で
は
気
を
つ
け
る

六
、
お
わ
り
に

　
学
校
で
は
新
入
生
が
元
気
に
入
学

し
て
く
る
の
を
首
を
長
く
し
て
待
っ

て
い
ま
す
。
　
　
（
市
教
育
委
員
会
）

成
人
式

　
と
き
五
月
十
日
（
日
）
午
前

　
　
　
　
＋
時
～
午
後
一
時

　
と
こ
ろ
市
民
体
育
舘

　
服
装
に
つ
い
て
の
希
耀

　
年
々
華
美
を
競
う
傾
向
に
対
し
て

の
批
判
や
要
望
が
あ
り
ま
す
。
市
当

局
と
し
て
は
成
人
者
を
祝
福
し
か
つ

人
間
的
な
内
容
の
向
上
を
希
望
し
願

っ
て
い
ま
す
。

成
人
教
室

◎
四
月
中
旬
（
第
一
回
）
成
入
の
心

　
理
に
つ
い
て
講
義
と
話
し
合
い

◎
四
月
中
旬
（
第
二
回
）
成
人
の
健

　
康
に
っ
い
て
の
講
義
と
話
し
合
い

◎
四
月
下
旬
（
第
三
回
）
成
人
の
権

　
利
と
義
務
に
つ
い
て
の
講
義
と
話

し
合
い
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